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表 1 本学近辺地域における茶産地の動向 














の地形があり，その周辺に，チャの株が存在           
                            





旧郡名 旧町村名 旧村名 茶の産出量 
添上 
東市村 
白毫寺 530 斤 
鹿野園 200 貫 
鉢伏 7 貫 
古市 17500 斤 
横井 95 貫 
藤原 250 貫 
八島 700 貫 
帯解村 
今市 660 斤 
山 250 貫 
窪ノ庄 10000 斤 
田中 5625 斤 
1 貫＝約 3.75kg，1 斤＝約 600g 
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図  本学校内に残るチャの木    図  春日苑住宅バス停付近に残るチャとカキ
図  円照寺バス停横の放棄園
し，図 1 の黄色囲み部分のようにエスケープ注 3）
と思われる株状の個体が確認された．             
春日苑住宅バス停付近           

















せるチャの個体が黄色で囲んだ部分のように存在し  図  円照寺参道横のチャの株
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図 8 は，当該地域の明治 41（1908）年の地形図と現在のものを並べたものである．明
治 41（1908）年の地図には，水田と緩傾斜面が混在しており，この傾斜面の丸で囲んだ
部分に茶園のマーク（  ）が多くみられる．しかし，現在の地図には，鹿野園町に丸で
囲んだ部分の 1 ヶ所のみに茶園のマークが存在していることが確認できる． 
明治 14 年（1881）の調査を資料として作成された『大和国町村誌集』に，表 1 の産出
量がみられることから，これらの傾斜面が茶栽培に適しているため，明治初期から茶生産
が始まったと推定される． 





図 8 明治 41年測図（左側）と現在（右側）の古市地区および本学周辺地図注 6） 
















図 8 明治 41年測図（左側）と現在（右側）の古市地区および本学周辺地図注 6） 






































注 5）山や丘などを切り開いて，通された道で，道の両側は急斜面になっている 4）． 
注 6）この地図は，時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」5）（(C)谷 謙二）
により作成したものである．埼玉大学教育学部の谷謙二氏が作成した「今昔マップ on 










5）埼玉大学教育学部谷謙二研究室：時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」，
http://ktgis.net/kjmapw/（2018.11.30） 
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